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11
月
３
日
か
ら
約
１
カ
月
に

わ
た
り
、
恒
例
の
﹁
山
田
町
民

芸
術
祭
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
芸
術
作
品
や

演
奏
な
ど
の
発
表
か
ら
は
、
日

頃
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
活
動

の
成
果
を
見
て
取
る
こ
と
が
で

き
、
芸
術
の
秋
を
満
喫
で
き
ま

し
た
。ま
た
、各
種
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
町
民
駅
伝
大
会
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
、
こ
れ

ま
で
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
す

べ
く
、
皆
さ
ん
が
真
剣
な
眼
差

し
で
参
加
し
、
自
分
の
成
長
を

感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
自
分
を
高
め
る
た
め

の
努
力
を
続
け
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
活
躍
す
る
様
を
﹁
竜

の
雲
を
得
る
如
し
﹂
と
い
い
ま

す
。
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
両
面

で
皆
さ
ん
の
竜
の
如
き
活
躍
を

見
る
こ
と
が
で
き
、
辰
年
に
ふ

さ
わ
し
い
ひ
と
月
で
し
た
。
さ

て
、
早
い
も
の
で
今
年
も
師
走
。

慌
た
だ
し
さ
を
感
じ
る
時
期
で

は
あ
り
ま
す
が
、
巳
年
で
あ
る

来
年
が
ど
の
よ
う
な
年
と
な
る

か
、
期
待
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら

年
の
瀬
を
過
ご
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

教
育
長

　松
葉

　覚

鯨
峰
爽
や
か
に

滞在時間

（40分程度）

運行日・場所

12 月 6 日、20 日 12 月 11 日、25 日

午前９時半
　〜 10 時 10 分

大浦漁村センター 県営北浜アパート

午前 10 時半
　〜 11 時 10 分

船越防災センター
豊間根生活改善セン
ター

午後１時 20 分
　　　　〜２時

田の浜コミュニティ
センター

下条コミュニティセ
ンター

午後２時 20 分
　　　　〜３時

織笠コミュニティセ
ンター

勤労者体育センター

◆移動図書館運行予定表

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

12 2024.Dec
【開館時間】

午前９時〜午後７時

※ 日曜日と祝日は午後５

時まで

◆ 問い合わせ 町立図書

館（☎82−3420）へ。

■：休館日

〇：移動図書館

教育相談
　学校や勉強のことなどで悩みがある人は、ご相談く

ださい。

▷相談日　毎週月〜金曜日（年末年始、祝日を除く）

▷時間　午前９時〜正午

専用☎８２−０７８３

各種イベント情報

■クリスマスおはなし会
　町立図書館では、クリスマスにちなんだ子ども向け

絵本の読み聞かせを行います。見学もできますので、

興味や関心のある人は、お気軽にご参加ください。

▷日時　12月15日（日）午前10時半から

▷場所　町ふれあいセンター「はぴね」多目的室

▷対象　幼児、小学校低学年

■冬休みおすすめ本展示
　冬休みの宿題や調べものにおすすめの本の展示と貸

し出しを行います。

▷期間　12月18日（水）〜来年１月13日（月）

▷場所　町ふれあいセンター「はぴね」内

◆ 問い合わせ 町立図書館（☎82−3420）へどうぞ。

■「みそ作り講座」
　町教育委員会では、荒川地区に伝わる「みそ作り」

の講座を開催します。参加を希望する人は、お気軽に

お申し込みください。

▷期日　来年２月１日（土）

▷時間　午前10時〜午後２時

▷場所　 町まちなか交流センター

▷対象　 中学生以上の町民か町内に勤務している人

▷内容　みそ作りと郷土食「きりせんしょ」作り

▷講師　斎藤みつ子
こ

氏

▷定員　12人

▷参加料　900円

▷申込期間　12月２日〜12月27日

※ 定員より応募人数が多い場合は、抽選で参加者を決

定します。抽選の結果は、来年１月中旬に発送する

ハガキでお知らせします。

◆ 申込先・問い合わせ 町生涯学習課社会教育係（内

線624）へどうぞ。

■一般図書
●北の星たち　　　　　　　　　　　　　　芦原伸　著

●森にあかりが灯るとき  　　　　　 　　藤岡陽子　著

●手仕事の世界 　　　　  有吉玉青　文、黒澤淳一　画

●野菜まるごと旬を食べる農家レシピ　

　　　　　　　　　　　　　　　農山漁村文化協会　編

●気候地名をさぐる　　　　　　　　　　吉野正敏　著

●子どもの読む力を育てよう！　　　　小川三和子　著

■児童書
● サケの旅　　　　　　　　　　平井佑之介　写真・文

●自分らしく、あなたらしく  　　　　 高橋うらら　著

●パンどろぼうとりんごかめん　　　　柴田ケイコ　作

●しばらくあかちゃんになりますので　　　

　　　　　　　　　　　　　ヨシタケシンスケ　作・絵

　紹介するのは、登録予定の新刊です。本の納入状況に

より申し込みの際に貸し出しができない場合があります。

図書館だより

Ｐ
ピック

ＩＣＫＵ
アップ

Ｐ新 図刊 書
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　10月24日、船越地区四十八坂の町有林内で山田高等学

校（伊東理
ま さ

俊
と し

校長、生徒73人）の１・２年生56人が植樹体

験を行いました。これは、地域自然の大切さを学び、環境

保護の重要性を理解してもらおうと町が開催したもので、

当日は地区内の平場にコナラ100本を植樹したほか、食

害防止用の筒を設置。生徒らは小さな緑の成長を願いな

がら１本ずつ丁寧に植えていました。参加した佐々木茉
ま

莉
り

花
か

さん（２年）は「植樹から環境保全の大切さを学ぶこ

とができました」と話していました。

山田高校 56 人が植樹体験

緑の成長願いコナラ 100本を植樹

　11月14日、町保健センターで県立山田病院の阿部薫
かおる

院

長が「皆で守ろう地域医療」と題して講演会を行い、町民

ら44人が参加しました。阿部院長は、同病院の診療状況な

どを説明したほか「人口減少が進む中、地域医療を持続

して提供するためにも、町民一人一人が意識して行動す

ることが大切です」と訴え、参加者らはメモを取りながら

地域医療の重要性を再認識していました。講演会後には、

懇談会も行われ、参加者からは「紹介状の必要性」や「訪

問診療の要望」などの活発な意見が挙げられていました。

「地域医療を守る会」講演会と懇談会

地域医療の重要性を再認識

　11月３日、教育振興運動轟木地区実践協議会の「わら

びの会」（臼澤文
ふ み

男
お

会長）が主催するグラウンドゴルフ大

会が、旧轟木小学校を会場に開かれました。当日は、地

域住民40人が参加し、校舎周辺に設置された雑草や石な

ど障害物のある計16コースをプレーしました。参加者ら

は、専用のクラブでボールをホールポスト目掛けて打つ

も、障害物に阻まれて思うように進まず大苦戦。互いに

応援し合いながら楽しくゲームを進め、ホールポストに

ボールが入ると大きな歓声が上がっていました。

わらびの会グラウンドゴルフ大会

応援し合いながら楽しくプレー

　パシーン、バシュとボールの打球音が会場に響き渡り

ます——。晴天の早朝11月３日、第４回町長杯ゴルフ大

会が宮古カントリークラブを会場に開かれました。少な

い打数で直径わずか108㍉のカップにボールを入れられ

るかを競い合うこの競技には、町内から66人が参加。選

手らはドライバーやアイアン、パターなどのゴルフクラ

ブを場面ごとに使い分けながら、９ホール×２コースの

合計18ホールに挑戦し、一打一打集中力を切らさないプ

レーで熱戦を繰り広げていました。

第４回町長杯ゴルフ大会

一打一打集中し熱戦繰り広げる

【６】
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今月の題字　佐々木　千
ち

紘
ひ ろ

さん（豊間根小６年）

　11月15日、豊間根小学校（冨澤広
ひ ろ

子
こ

校長、児童109人）

の３年生22人が、同校近くの農地で大豆の収穫体験を行

いました。これは、農業の大切さを学んでもらおうとゆた

か農産やまだ（瀨川智
と も

宏
ひ ろ

代表）が開催したものです。例年

約20㌔ほどの大豆が収穫されますが、今年は天候や気温

などの問題で収穫量が減少。児童らは植物を育てる難し

さを体験したほか、収穫された大豆が学校の給食に使用

されていることなど地元農業の重要性を学びました。参

加した大川千
ち

尋
ひろ

さんは「たくさんは採れなかったけど、

楽しく大豆を収穫できました」と満足気な表情でした。

豊間根小で大豆収穫体験

地元農業の重要性を学ぶ

　10月17日、山田小学校（佐々木哲
て つ

也
や

校長、児童447人）

でウミネコザクラ２本の植樹が行われました。これは、

東日本大震災直後から町内の学校を対象に復興支援を続

けている“山田町へ届け・東日本大震災復興支援団体”

（中村千
ち

春
は る

代表）から贈られたものです。当日は、環境委

員会の６年生11人が、地元造園業者からアドバイスを受

けながら、スコップで掘った穴に３㍍ほどの木を丁寧に

植樹。参加した佐々木義
よ し

仁
と

さんは「サクラを大事に育て

たいです。来年、きれいに咲くのが楽しみです」と来年

の開花が待ち遠しい様子でした。

山田小学校に復興支援

児童らがウミネコザクラを植樹

　11月17日、秋の恒例行事となる町民駅伝大会が旧山田

北小学校周辺で開かれました。今回で40回目の開催とな

る同大会には９チーム46人、８歳〜87歳の幅広い年齢層

の健脚自慢が参加しました。選手らは１周1.8㌔㍍の５区

間を仲間とタスキをつなぎながら、ひとつでも順位を上

げようと白熱したレースを展開。上位を目指して競い合

う選手の姿に、沿道の観客から大きな声援が送られてい

ました。各部門の優勝チームは次のとおりです。▶小学

生女子の部…ホエールズA▶中学生男子の部…山田中駅

伝部▶高校・一般男子の部…MM２

第 40 回町民駅伝大会

タスキをつなぎ競い合う


